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― 医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。― 

使用上の注意改訂のお知らせ 
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このたび、標記製品の「使用上の注意」を改訂しましたので、お知らせ申し上げます。 

今後のご使用に際しましては、下記内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。 

 

１．改訂内容 

改 訂 前 改 訂 後（   ：改訂箇所） 
 

2.禁忌（次の患者には投与しないこと） 

2.1～2.9         （省略） 

2.10 MAO阻害剤投与中又は投与中止後2週間以内

の患者［10.1参照］ 

2.11～2.12        （省略） 
 

 

2.禁忌（次の患者には投与しないこと） 

2.1～2.9      （省略：現行通り） 

2.10 MAO阻害剤（セレギリン塩酸塩、ラサギリン

メシル酸塩及びサフィナミドメシル酸塩）投与中

又は投与中止後2週間以内の患者［10.1参照］ 

2.11～2.12     （省略：現行通り） 
 

10.相互作用 

10.1 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
MAO阻害剤 

［2.10参照］ 

高血圧クリーゼを

起こすことがある

ので、MAO阻害剤

投与中又はMAO

阻害剤投与中止後

2週間は、本剤を投

与しないこと。 

本剤は、交感神経

刺激作用を有し、

MAO阻害剤の作

用を増強すると

考えられる。 

 

10.相互作用 

10.1 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
MAO阻害剤 

セレギリン塩酸塩 

（エフピー） 

ラサギリンメシル

酸塩 

（アジレクト） 

サフィナミドメシ

ル酸塩 

（エクフィナ） 

［2.10参照］ 

高血圧クリーゼを

起こすことがある

ので、MAO阻害剤

投与中又はMAO

阻害剤投与中止後

2週間は、本剤を投

与しないこと。 

本剤は、交感神経

刺激作用を有し、

MAO阻害剤の作

用を増強すると

考えられる。 

 

 

・今回の改訂内容は、医薬品安全対策情報（DSU）No.329（2024年 9月）に掲載されます。 

・PMDA ホームページ「医薬品に関する情報」（https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html ）

に最新の電子添文並びに医薬品安全対策情報（DSU）が掲載されます。また、専用アプリ「添文ナビ」で以下の

GS1 バーコードを読み取ることにより、PMDA ホームページに掲載の電子添文等をご覧いただけます。 

サノレックス錠 0.5mg 
 

 

https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html
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２．改訂理由 

自主改訂 

従来、「2.禁忌」及び「10.1併用禁忌」の項に「MAO 阻害剤」を記載し、注意喚起していましたが、

MAO 阻害剤の電子添文と整合をとるため、「2.禁忌」の項に MAO 阻害剤の一般名、「10.1 併用禁

忌」の項に MAO 阻害剤の一般名及び販売名を追記しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【問い合わせ先】製品情報センター 

電話番号：0120-502-620 

受付時間：9:00～17:00 

（土曜・日曜・祝日・当社休業日を除く）  


